
　

開始年度 24

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

347

将来目標

380,000

「実績」
縮小図る

1,000 1,000

585 600

360,000

単位

人

回

目標値 300,000

347

H28目標値

347 348

Ｈ 26 Ｈ 27

189,369

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

≪児童館事業≫
・体力増進活動（ドッジボール大会・卓球大会・ミニ運動会 など）　・情操を豊かにする活動（季節の行事・夏祭り・おもちつき など）　・ボランティア育成活動（地域組織活
動の支援・実習及び体験学習の受入 など）　・地域子育て支援拠点活動（幼児グループ・乳幼児活動の支援・子育て相談・親子及び親同士の交流支援 など）
･生活クラブ（日常の生活指導・昼食会・お別れ会・おやつ・保護者への対応・入室手続き・保育料の収納など）
≪指定管理導入事業≫
・各児童館の指定管理期間が5年であるため、その年度ごとに公募及び選定を進めていく。なお、平成29年度末をもってやなぎ・まつば・ひかり児童館の指定管理期間
が終了となるため、平成28年度末よりその準備を進める。

基本
方針

307,199

34,774 46,123 52,425

65,37764,170

285,572

44,973

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.00

平成28年度のみ、当初予算の
内訳となっています。

2998-9103
担
当
部
課

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業

児童福祉法・所沢市立児童館設置及び管理条例・
同施行規則

部課コード 070400 ℡

法定受託＋附加

事業コード
児童館運営事業（指定管理者運営）

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

070402

①事務事業名

終了年度 年度

青少年課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 青少年・児童館グループ

■ □ □

年度

52,021

→

事業の種別

子ども支援節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 所沢市次世代育成支援後期行動計画・所沢市放課後こども健全育成基本方針

昭和53年に初めての児童館が設置されて以来、11児童館が整備され、全て直営での管理運営であった。こうした中、民間活力の導入が効果的な
業務は委託化を積極的かつ計画的に推進することを目的として平成17年度に民間委託化推進計画が策定され、児童館の委託化が示された。平
成24年度みどり児童館の指定管理者制度導入から始まり、段階的に導入を進め、平成27年度より市内11児童館全てが指定管理者による運営と
なった。

総合計画の体系 章 健康・福祉 子どもの育成支援の充実

人

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

426,909

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

0歳から18歳未満の児童（乳幼児については保護者同伴） 平成

0.00

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

18歳未満の児童の健全育成を図るため、遊びを通じて健康増進及び情操を豊かにするとともに、安全な居場所を提供する。地域組織活動の育成支援や子育て支援を
行う。放課後留守家庭児童に対し、授業の終了後や長期学校休業日等に適切な遊び及び生活の場を提供する。なお、児童館運営事業に民間の活力を導入すること
で、サービスの更なる向上を図るとともにコストの削減を図る。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

52,218

395,865

人） （

1.09人 9,439

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

269,116

一般財源

平成 26 年度

（

28

0.10

277,240

（ 0.00

27 年度平成

7,849

（千円） 年度 （千円）

425,001

261,267 386,426

（千円） 平成

日

事業費合計

正規職員人件費

人）

0.90人

行事数 指定管理児童館における事業数

生活クラブ 生活クラブ入所者数

949

人 589 584

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

776

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

開館日 指定管理児童館における開館日数

％ 達成率 105 106

　 項目名 項目説明

成果指標 児童館における利用者数

継続

・市内11児童館全てが指定管理導入となって１年が経過した。各児童館では、開館日数
を増やしたことや継続事業とともに独自事業の取組み等により、来館者の増加が見ら
れ、市民サービスの向上が図られている。
　また、児童館同志での交流も盛んになってきており、事業の幅が広がっている。

340,000

実 績 315,670 361,855
市内11児童館における利用者数合計

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

青少年課長　森田　茂明

終了

次年度予算

評価日 H28.8.19 評価者職氏名

理由
・指定管理導入に伴い、あらゆる面において事業の回数増や内容の充実が見
込まれる。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由
・平成29年度より順次指定管理者の更新が行われる。その仕様については生
活クラブ利用料金が指定管理者の直接収入となるため、市からの委託料につい
ては縮小方向となる。

拡大 縮小

無

無
資料の作成

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

・引き続き、モニタリングなどにより、指定管理館の運営について監視・指導に
努めるとともに、児童館間の連携なども市として取り組む必要があることから、
課内の体制なども含め、検討を進める。

・当該年度に新たに4館が指定管理者による運営に移行したことにより市内11児童館全
てが指定管理者となったことから、これまで以上に館長会議において、意見交換を活発
に行えるよう配慮した。また、青少年課主導により、市内児童館における児童館スタンプ
ラリーと児童館対抗所沢郷土かるた大会を実施することにより、児童館同志が連絡を取
り合うシステムを構築し、交流を図っている。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

―

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化


